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かんえん つちのとみ どし 

寛延ニ 己巳 年 の 二月から 三月に かけて、 大坂は 

せんにち まえ か 

千日 前に 二つの 首が 獄門に 梟 けられた。 ひとつ は九郎 

右衛門と いう 図太い 男の 首、 他の ひとつ はお 八重と い 

しおき あかごう し 

う 美しい 女の 首で、 先に 処刑 を 受けた 男 は 赤 格子と い 

う 異名 を 取った 海賊であった。 女 は 北の 新地の かしく 

といった 全盛の 遊女で、 ある 蔵屋敷の 客に 引かされて 

天満の 老松 辺に 住んで いたが、 酒乱の 癖が 身に 禍 いし 

て、 兄の 吉兵衛 に 手傷 を 負わせた 為に、 大坂 じゅう 

ひきまわ 

引 廻し の 上に 獄門の 処刑 を 受けた のであった。 



中に のぼり 詰めて 我れ から 破滅 を 急ぐ ので あろうが、 

幸いに 女 は 男よりも 年上であった。 色里の 面白い こと 

も 苦しい こと も 知りつ くして いた。 まだ 丁稚 あがりの 

男の 身分から 考えても、 五 度 逢う ところ は 三度 逢い、 

二度 を 一 度に する のが 二人の 為で あると いう こと も 

かれ こはる じへ え うめが わち ゆうべえ 

知っていた。 彼女 は 小春 治 兵 衛ゃ梅 川 忠兵衛 の 悲しい 

末路 を も 知っていた。 

「お前と わたしの 名 を 浄瑠璃に 唄われと うはない。 わ 

たしが 二十 五の 年明けまで は、 おた がいに 辛抱が 大事 

で 一 J ざん す ぞ I 

お 園 はいつ も 弟の ような 六 三郎に 意見して いた。 二 



人の 間にもう 行く末の 約束が 固く 取り結ばれ ていたの 

であった。 しかし 艷な浮 名 を 好まない 質で あるのと、 

もう ひとつに は 自分よりも 年下の、 しかも 大工の 丁稚 

あがり を 情夫に して いると いう ことが 勤めす る 身の 

見得に もなら ない ので、 お 園 は 自分が いよいよ 自由の 

身になる まで は、 なるべく 六三郎 との 仲 を ひとに は洩 

らした くないと 思って いた。 そんな 噂 を 立てられて は 

男の 為に もなら ない と 案じた。 若い 男が あせって 通つ 

て 来る の を、 女 はかえ つて 堰き止める ようにし ていた _ 

年下の 男 を もった 為に、 お 園 はいろ いろの 気苦労が 多 

かった。 遊びの 諸 払い も 自分が いつも 半分ず つ 立て 替 



子のう しろに 黒い 影が 付き まと つてい る こと を、 二人 

ともに 知らなかった。 

まちかた とりて 

黒い 影 は 町方の 捕手であった。 父子が 大宝寺 町まで 

行き着かな いうちに、 捕手 は 二人 を 取り巻いた。 九郎 

右衛門 は 素早く くぐりぬ けて 逃げ去つ たが、 あっけに 

取られて うろうろ していた 六三郎 はすぐ に 両腕 を摑ま 

れた。 

四つの 木戸 は 閉められた。 非常 を 報せ る 太鼓 はとう 

とうと 鳴った。 出口、 出口 を 塞がれて 九郎 右衛門 は 逃 

げ 場に 迷った。 ひとつ 所 を 行きつ戻りつして 暫く は 捕 

手の 眼 を 逃れて いたが、 その 夜の ぼの 刻 (午後 八 時) 



「大坂 じゅうに 隠れの ない 噂、 わたし は 残らず 聞き ま 

した。 それでも お前の 身に 何の 祟り もなかつ たのが、 

せめても の 仕 合せと いう もの。 そうして、 親方の 首尾 

はどうで，、， J ざん すえ」 

「いつもい う 通り、 親方 は 親切な 人。 いよいよ 私 をい 

としが つて くれる。 それに ちっとも 苦労 はない」 

そう 言いながら も、 しおれ 切って いる 男の 顔が、 半 

月 前と は 別の 人の ように 痩せ衰えて いるの を 見る につ 

けても、 その 悼まし い 苦労が 思い やられて、 お 園の 涙 

は 止め どなし に 流れた。 



心して 行く がよ いと、 これ も 江戸の 知りび とに 添え 手 

紙な ど を 書いて くれた。 

いとま 

暇 乞い をして 寺 を 出る ころに は 雨が 降つ て 来た。 

六 三郎は 雨の 中 を 千日 寺へ も 行った。 父の 死 首 はもう 

梟され ていないでも、 せ めて 墓 詣りだ けで もして 行き 

たいと 思った ので ある。 死罪に なった 者の 死体 は 投げ 

込み 同様で、 もとより 墓標な ども 見えなかった が、 そ 

れ でも 〔# 「それでも」 は 底本で は 「それても 匕 寺 僧の 情 

けで 新しい 卒塔婆が 一本 立って いた。 

十 年 振りで めぐり 合った 父が 直ぐに ここの 土に なろ 

い つ とき 

うと は、 まるで ー晌の 夢と しか 思われなかった。 しか 
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